
議案第6号

南風原町手話及び障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の利用

促進に関する条例

南風原町手話及び障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の利用促進

に関する条例を男嚇氏のとおり提出する。

ノ

平成30年3月2日提出

(提案理由)

手話及び障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段への理解を深め、利

用の促進及び普及を図り、障がいのある人もない人も双方がイ固陛を尊重し合い、安全、

安心で心豊かに暮らすことができる地域社会の実現を目指し、基本理念、町の責務及

び町民の役割等を定めるため提案する。

南風原町長城間俊安



南風原町手話及御章がいの特陛に応じた多様なコミュニケーション手段の利用心誰に関
する条例

議乱ネ、社会、経済、文化その他あらゆる分野舗U造する上で玄要不可欠なものである。手

話は、ろう者が矢戯を蓄え、文化を倉リ造し意思を伝え合うために受け継ぎ、発展させてきた視

覚的に表現される言語である。平成18年の国際車合総会において、素割こは手話その他の非音

声言語を含むことが明記されたβ章害者のネ断リに関する条約が拷尺され、平脚6年に我が国も批
准し力、

私たちのまち南風原町は、障がいのあるなしにかかわらず、一人ひとりを尊重し、お互いの

個陛を認め合い支え合って、安全、安心な住みよいまちづくりを進めているが、障がいのある

人達の中には、文字や音声を言葉の意味として琳早できず、意思を伝え合うことに不安を抱え

て生活している町民もいる。本町では、沖縄戦で手話を使ったろう者がスパイと疑われ、障が

いのある人達の人権が奪われてきた歴史もある。

これらを踏まえて、手話は舌語であるという認識に立ち、手話を含む毒吾、触手話、要約筆

記、音訳又は点字等にょる障がいの特陛に応じた多様なコミュニケーション手段(以下「手話

翫吾等」という。)の利用を促進し、障がいのある人もない人も双方が心豊かに暮らすととが

できる賀如餅1会を実現するため、この剣列を制定する。

姻的)

第1条この条例は、手話が言語であるという認識に立ち、手話姦吾等への理"翆のイ足進及て階

及に関しての基本理念を定め、本町の責務及ひ町民並びに手話言語等に関わる団体や事業者

(以下「町民等」という。)の役害1を明らかにするとともに、本町が推進する施策の基本的
事項を定めることにより、障がいのある人もない人も双方が"拶或で支え合い共生することが

できる"仙対1会を契見することを目的とする。

(基本理念)

第2条障がいのある人もない人も双方の人格と個陛を尊重し認め合い、手話言語等による意

思を伝え合う権禾1」が尊重され、安全、安心で心豊かに暮らすことができる畦ゆ餅1会の実現を
目キ旨すものとする。

(町の驚劣)

第3条本町は、前条に規定する基本理念(以下「基本理念」という。)に基づき、手話言語

等による意思'戴重が円滑に行えるよう、手話言言吾等への騨翆のイ足進及び普及のために必要な
施策を推進するものとする。

(町民等ので賠の

第4条町民等は、基本理念に対する理角羣を深め、次条に規定する施策の推進に協力するよう
努めるものとする。

姉策の推進)

第5条本町は、1^者基本法(昭和45窮去律鄭4号)第Ⅱ条第3項に規定す都章害者のため

の施策に関する基本的な計画において、次の各号に掲げる施策について定め、これを実施す
るよう努めるものとする。

(1)手話言語等による意思J載蚤の支援に関すること。

(2)手話言語等によるt静&の取得に関するとと。

(3)手話言語等の習得に関すること。

(4)判交等が行う手話翫吾等への野¥のイ足進に関する活動の支援に関すること。

(5)その他手話言語等への理角翆の促進及び普及に関すること。



佐缶策の描隹に関する協議の場)

第6条本町は、施策の推進にっいて、ろう者、手ぢ昂臣訳者、その他関係者の,思見を聴くため、
これらの者との協議の場を設ける。

(委任)

第7条この条例の施行に関し必要な事項は、町長が定める。
附則

この条例は、平慶0年4月1日から施1予ずる。


